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　健康教育の定義はいくつかありますが、その
中でも「健康教育とは知識と実践のギャップを
近づけること」というGriffiths の定義をとても
気に入っています。本学会は健康教育の研究と
実践の両方を大切にしています。この定義を借
りると、まさにギャップのない学会です！

赤松　利恵

　大学 3年生の時，教育学部健康教育学科に
進学して健康教育学に係わることになって
から早 30 年以上の時が経過しました。
その当時は，たいした知識もないのに日本や世界の健康教育を
変えられるという確信めいたものを持っていたように記憶して
います。健康教育をもっと良くしたいというその時の情熱をも
う一度思い出して学会の発展に貢献したいと考えておりますの
で，よろしくお願い申し上げます。

高橋浩之

　三年ぶりに理事に選定いただきました、感謝いた
します。健康長寿を支える方法論は、ヘルスプロモー
ションですし、その基礎理論は、リスクを探索する
医学モデルだけではなく、優れた点を紡いでいく健
康理学（健理学）と思います。多くの学会員と協働
して、優れた実践方法論を用いた成果を重視する科
学を構築する学会として発展できることを願ってい
ます。よろしくお願いします。

星　旦二

　口腔保健は、誰にでも身近な
生涯にわたる健康課題です。
しかも、この 10 年の間に疫学研究の分野でも、寿命
や身体症状との関係が次々と報告されるようになって
きました。食べること、他者との交流など口腔保健に
関わる行動変容は、人々が、生きる力、健康を造りだ
す力をもつようになるプロセスの一つです。本学会に
おけるこの分野が、多職種の連携によってさらに発展
していくことを期待すると共に、微力ですが努力した
いと思います。

深井穫博

（深井保健科学研究所）（お茶の水女子大学）

　地域や職域に暮らす、さまざまな課
題を持った人たちが、安心して心地よ
く、健やかに日々を送ることができる
ような風土を、それぞれの地域、職域
に実現することができればと思ってい
ます。

岩永俊博

　事務局を預かって３期目になります。
超有能なスタッフのボランティア精神に
支えられた体制から，誰が担当しても無
理のない安定した事務局体制にし，次の
代に引き渡すための３年と思って頑張り
ます。私の専門は食・栄養ですが，食を
通した健康教育・ヘルスプロモーション
は何のためかと考えると，やはり究極は，
（狭義の）健康を超えて，しあわせづく
りではないだろうかと思うこの頃です。

武見ゆかり

　本学会は国際組織である International Union for 
Health Promotion and Education (IUHPE：ヘルスプロ
モーション健康教育世界連合 ) とつながっています。
201２年 5月に台湾で開かれる The Second Asia-Pacific 
Conference on Health Promotion and Education（第２
回アジア太平洋ヘルスプロモーション健康教育学会）に
参加しましょう。

武藤 孝司

衞藤 隆

（国際交流委員長）

（編集委員会）

（編集委員会）
（栄養教育研究会委員長）

（基本問題委員長）

理事長

（総務担当理事）（財務担当理事）

新理事 ( 任期Ｈ23.6 ～Ｈ２６総会） の抱負をお伝えします。

　健康教育を共通基盤となる
概念として様々な領域の人々が
繋がり、学問を追究できる場を
提供していきたいと考えます。学び、対話し、交流するこ
とを通じ自己啓発が得られ、何らかの新たな発信を一人ひ
とりが出来るなら素晴らしいと思います。イノベーション
は簡単ではありませんが、日々、自らが新鮮味を感じるこ
との出来る取り組みを済み重ねることにより、それが可能
になると思います。　（日本子ども家庭総合研究所）

（獨協医科大学）

（千葉大学）

（首都大学東京）

（地域医療振興協会）

（女子栄養大学）
　広報委員会の委員長として、
本学会のさらなる発展に
寄与するため、ホームページの
コンテンツの充実（新着情報、年次学術大会の内容、
教材紹介など）と定期的更新、メールマガジンの新
たな発行など、IT を活用した広報機能の強化を図り、
会員ならびに健康教育やヘルスプロモーションに興
味のある関係者に対して有用な情報発信を行いたい
と考えています。そのために、広報委員会のメンバー
の拡充、コンテンツ作成とその定期的更新のための
体制づくりに取り組みます。　　

中村正和

、

ののののの

（広報委員長）

（大阪府立健康科学センター）

（順天堂大学）

（総務・財務委員会）小山　修

　この学会は、異職種、
異分野、異世代の会員と
気さくに交流できるのが
大きな特色です。活動や
研究のアイデア、ヒント
を欲しい方、疑問をお持
ちの方など歓迎します。
まずは学術集会へご参加
を。 （日本子ども家庭総合研究所）

（基本問題委員会）

岡田加奈子

　養護教諭の行う健康教育、ヘルスプロ
モーション活動が専門です。本学会では、
国際交流委員会副委員長として、世界の
IUHPE/NPWP とつなぐ仕事をしていきた
いと思います。

（国際交流委員会）

（千葉大学）

荒尾　孝

　現在、健康教育学会においては身体活
動・運動分野の会員数が少なく、学会発
表も栄養分野に比べて極めて少ない状況
にあります。健康の保持・増進に関する
研究とその実践においては栄養と身体活
動領域のバランスのとれた発展が必要で
あり、今後身体活動・運動分野の会員数
と研究発表の増加のために微力ながら努
力をしたいと思います。

（早稲田大学スポーツ科学学術院）

（福岡大学）

（国際交流委員会）

守山　正樹 （国際交流委員会） 福田　洋

　職域における働き盛り世代の健康教育・メタボ
対策に取り組んでいます。研修医時代から参加
していますが、職種を越えた横断的な交流・
議論が魅力の楽しくためになる学会です！ I
UHPE( 健康教育・ヘルスプロモーション世界会議 )
で世界に繋がっており、日常の健康教育・患者教育から大き
な予防医療への繋がりを実感できる学会です。是非皆さんの
ご参加をお待ちしています！

（国際交流委員会）（広報委員会）

（編集委員長）

１　現場の声を重視
２　年間投稿数 50 以上を維持
３　Medline への登録
みなさまからの投稿を期待しております。

神馬征峰

　専門は，学校保健（特にメンタルヘル
ス），保健医療社会学（健康社会学）です． 
今期初めて理事に選出されました．これ
まで 3期にわたり編集委員を務めました
が，今期も神馬編集委員長の下で働きま
す．不定期で刊行が危ぶまれた時代から
比べると，隔世の感があります．充実し
た雑誌づくりに貢献したいと思います．
近接の学会や学問領域があるなか，本学
会が存在感を示せる取り組みや方向性も
考えてみたいと思っています．

朝倉　隆司
（編集委員会）

（東京学芸大学）

（東京大学大学院）

　様々な分野の研究者と交流できる
のが、この学会の魅力です。若手の
積極的で継続的な参加を期待してい
ます。日本における、健康教育とヘ
ルスプロモーションの中心的な学会
であり続けたいと願っています。
 

吉田　亨（奨励賞選考委員長）

    （群馬大学大学院）

　歯科では、8020 運動、健康日本
21、健康増進法に歯の健康が取り入
れられるなど、診療や地域活動にお
いて健康や生活に関わりを持つ取り
　　組みが増えています。これらは
　　まさにHealth Promotionであり、
　健康教育の比重が増してきました。

筒井昭仁

（福岡歯科大学）

（基本問題委員会）

第 20 回学術大会学会長
第 22 回学術大会学会長

第 21 回学術大会学会長
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私は「健康についての考えを可視化し働き
かける」ことに関心があります。今の関心事は
もちろん「東日本大震災後の現状下で健康
教育ヘルスプロモーションは何が出来るか」
です。旧理事会では「様子を見守る」という
ご意見が中心でした。しかし理論と実践のいずれでも「今
しなければならないこと、出来ること」は数多くあります。
新理事の皆様、新委員会を創るなどして、学会として出来
ることを始めませんか。遅くなり過ぎないうちに！

れ もも「今「今

健康教育とヘルスプロモーションの研究と実践のための学会です。

専門家と実践家が集い、 エビデンスや経験を議論し共有 （シェア）

することをめざしています。


